
岩手医科大学附属病院 がんセンター
〒028-3695  岩手県紫波郡矢巾町医大通二丁目 1-1

TEL 019-613-7111
（内線 3222）

編　集　後　記

先
せ
合
問

■がん相談支援センター

■がん患者・家族サロン

　がん相談支援センターは、がん患者さんやご家族だけでなく、どな
たからのご相談も、面談または電話により無料でお受けしております。
　専門の相談員が対応しますので、心配なことがありましたら、どん
なことでもご相談ください。（個人情報は厳守いたします。）
　お待たせすることもありますので、あらかじめお電話にて日時を
お約束をすることをおすすめいたします。

　がん患者・家族サロンは、がん患者さん
およびその家族に対する精神面を中心とし
たケアの充実を目的とした場所です。岩手
医科大学附属病院での治療の有無に関わら
ずどなたでも無料で利用できます。

☎019-613-7111
平　日（月～金）10：00～ 16：00
岩手医科大学附属病院 東エレベーター 7階

https://www.hosp.iwate-med.ac.jp/hospital/gancenter/salon/index.html
～ 一人で悩まずに、あなたの不安やつらさをお話しください。～

　がんに関する冊子や書籍の他、治療に伴う脱毛対策としてのウイッグやタオル帽子・コットン
帽子のことなど、様々な情報を提供しております。

がん患者・家族サロンホームページ

がんセンターだより12号を最後までお読み頂き誠にありがとうございます。
がん患者・家族サロンは、４月12日に16年目を迎えることができました。沢山の方々に利用していただき感謝申し上げます。
また、がん相談支援センターでは、がんに関する様々な相談をお受けしております。是非、ご利用ください。がんセンター
では、これからも引き続き、がん患者さんやご家族の方々のお役にたてるよう一丸となって精進してまいります。

QRコードはこちら

院内のがん相談窓口

セカンドオピニオンのこと

病気のこと

家族のこと

医療費・経済的負担のこと

療養生活のこと

仕事と治療のこと

☎019-611-8073（直通）
平　日（月～金）9：00～ 16：00　
第1・第4土曜日  9：00～ 12：00
岩手医科大学附属病院  1 階  
患者サポートセンター内

寄り添い、
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がんセンターでは、がん診療連携拠点病院機能強化事業計画に則り、がん医療の専門的な医師や、がん
医療を支えるメディカルスタッフの知識・技術向上のため、セミナーを開催しております。

　令和7年5月21日（水）、宮城県立がんセンターの安田純先生をお招きし、2025年度第１回がんセンターセ
ミナーを開催しました。
　安田先生（宮城県立がんセンターの発がん制御研究部長）は、国内のがんゲノム医療における診療および研
究の第一人者であり、「宮城県立がんセンターにおけるがんゲ
ノム医療」といテーマで、宮城県立がんセンターで行われてい
る「がん遺伝子パネル検査」について詳しくお話いただきまし
た。
　当院も、「がんゲノム医療連携病院」として、2019年より
「がん遺伝子パネル検査」を実施しておりますが、今回の講演
を参考に、今後の診療に役立てていきたいと思います。

講師：安田純先生

　令和７年５月21日（水）、宮城県立がんセンターの安田純先生をお招き
し、2025年度第１回がんセンターセミナーを開催しました。
　安田先生（宮城県立がんセンターの発がん制御研究部長）は、国内のが
んゲノム医療における診療および研究の第一人者であり、「宮城県立がん
センターにおけるがんゲノム医療」というテーマで、宮城県立がんセンター
で行われている「がん遺伝子パネル検査」について詳しくお話いただきま
した。
　当院も、「がんゲノム医療連携病院」として、2019年より「がん遺伝子
パネル検査」を実施しておりますが、今回の講演を参考に、今後の診療に
役立てていきたいと思います。

会場の様子 座長：岩谷岳先生

第１回 がんセンターセミナー
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緩和ケア研修会は、がん等の診療に携わる全ての医療従事者が、基本的な緩和ケアについて正しく理
解し、緩和ケアに関する知識や技術、態度を修得することを目的としております。

　2025年６月14日（土）岩手医科大学附属病院にて、2025年度岩手医科大学附属病院緩和ケア
研修会を開催し、当院の医師17名が参加しました。
　本研修会は、厚生労働省の定める「開催指針」に則り企画されたプログラムで開催しており
ます。
　当日は、当院緩和ケアセンターのスタッフが中心となり、講義の他、グループ演習や、ロール
プレイング演習、がんを体験された方の講演などを通じて、緩和ケアについて広く学びました。
　知識や技術の習得だけでなく、緩和ケアを受ける患者さんの目線や気持ちの理解にも繋がるよ
うスタッフ一同、今回の研修をこれからの診療に活かしていきたいと思います。

e-learningの復習 ロールプレイング演習

グループ発表グループ演習

緩和ケア研修会開催
岩手医科大学附属病院

WORKSHOP

2025年度 



講師：青木朋彦氏 講師：川野由美子氏 グループワーク

　令和７年７月19日（土）に、いわて県民情報交流センター（アイーナ）にて、開催されたがん化学療法チーム研修
会に、岩手医大のチームも参加いたしました。
　本研修会は、がん薬物療法に従事する医師、看護師、薬剤師、MSWの4職種がそろって参加することが条件と
なっており、異なる専門職が協力し合い、がん薬物療法に関する課題解決に向けた、取り組みを進めていけるよう
支援していくことを目的としております。
　講義では、青木朋彦氏（岩手医科大学附属病院薬剤部）より「連携充実加算やがん薬物療法体制充実加算」につい
て、川野由美子氏（岩手医科大学附属病院看護部）より「アピアランスケア」について学びました。
　グループワークでは、事前課題をもとに各施設の問題点や課題の共有、問題点の抽出、その問題点を自施設でど
のように改善するかなど、課題解決に向け実現可能な取り組みについてディスカッションを行いました。
　今後もこのような研修会に参加し、院内でのがん化学療法の実践の場に役立てていきたいと思います。

本研修会は、がん化学療法において、多職種で構成される医療チームで、地域が抱える問題点に対応できる
チーム作りを行うことを目的に開催されております。

岩手県がん診療連携協議会
WORKSHOP
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岩手医科大学附属病院　正面玄関前

　同キャンペーンは、毎年９月に各国それぞれの地域を象徴する建物や遺跡・橋・自然資産などを小児がん
のシンボルカラーであるゴールド（金色）にライトアップし、小児がん治療の重要性を啓発するとともに、
子どもたちに必要な医療や研究に「光を照らす」イベントです。
　岩手県では、2025年９月１日から７日まで、岩手医科大学附属病院（矢巾町）、東北電力ネットワーク岩
手支社マイクロ波無線鉄塔（盛岡市）、開運橋（盛岡市）の３か所が、ゴールド（金色）にライトアップされま
した。
　当院でも、このキャンペーンを通じ、引き続き多くの方々に小児がんについて関心を持ってもらい、小児
がん医療のサポートに繋げていきたいと考えております。

Gold September2025の世界小児がん啓発ライトアップキャンペーンに参加しました。

東北電力ネットワーク無線鉄塔 盛岡市　開運橋 ゴールドリボンツリー

Gold September 2025
世界小児がん啓発キャンペーン
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がん患者・家族サロンイベント
がんセンターからのお知らせ

タオル帽子を作りました!
　がん患者・家族サロンでは、９月１日（月）に
岩手ホスピスの会主催によるイベント「タオル
帽子作り体験会」が開催されました。
　抗がん剤治療により、髪の毛がたくさん抜け
ていく患者さんの不安やストレス、外見の変化
は、患者さんにとって大きな負担となることがあ
ります。
　肌ざわりも良く、柔らかい素材で作られるタ
オル帽子が、患者さんの外見やこころのサポー
トとなることを願い、体験会を開催致しました。
　参加者は、タオル帽子に一針一針、「元気になっ
てほしい」「頑張ってほしい」といった思いを込
めて作成しており、帽子が完成した際には、「う
まくできて良かった」「素敵な帽子ができた」な
どの声がありました。

がん患者・家族サロンイベント
がんセンターからのお知らせ

岩手ホスピスの会
吉島さん、佐々木さん、加藤さん

コットン帽子 お薬手帳カバー タオル帽子 コースター＆しおり

折り紙作品 絵はがき 手作り帽子 ティッシュカバー

ストラップ まけないぞう

型がしっかりしていて暑い夏でも蒸れ

ることなく気持ちよく使わせていただい

ております。作ってくださってありがと

うございました。

頭皮にやさしい帽子ありがとうございま
す。初めての治療で不安だらけですが、
やわらかで心地良い肌触りは心とから
だに優しく、頑張れる力をわけていた
だきました。ありがとうございました。

今から夏の暑くなるだろう中、薄くて
涼しげな帽子が欲しかったのでありが
たいです。かわいい帽子ありがとうござ
いました。四葉のクローバーの紙もか
わいかったです。本当にありがとうござ
いました。

今回、初めて手作り帽子を頂きました。
ありがとうございます。肌触りよく、と
ても軽くやわらかく、形も良く、活用
させていただいております。感謝してお
ります。86歳ですが、若々しく見え、
鏡ばかり見ております。家族からもと
てもよく似合うと言われうれしく感じて
おります。本当にありがとうございまし
た。これからも治療を頑張っていこうと
思います。

手作りの帽子をいただきました。あり

がとうございます。思いの外、急に髪

が抜けて帽子を準備していなかった私

はさっそく困りました。帽子をいただけ

てとても感謝しています。肌にやわら

かくとてもかぶりやすい帽子です。色

も肌となじみが良いです。本当にあり

がとうございました。大切に使わせてい

ただきます。

今回初めてサロンを通じていただきま

した。白地にアクセントのポイントがあ

り、表情も明るく見えて私も家族も感

謝しております。洗濯後もやわらかく、

肌触りも良いです。本当にありがとう

ございました。86歳のばあばですが、

これからも治療を頑張っていこうと思い

ます。

がんサロンからのお知らせ
寄贈品のご紹介

患者さまより、お礼のメッセージが届いております。
本当にありがとうございました。
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